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川越ぶらぶら歩き
会員作品展出品作品の紹介
同好会活動・元気でがんばってます
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川越市長
川合善明

理事長
荻島徹夫

　新年あけましておめでとう
ございます。
　会員の皆様におかれまして
は、お健やかに新春をお迎え

のこととお喜び申し上げます。また、日頃から市
政全般にわたり深いご理解とご協力を賜り厚く御
礼を申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が長引く中、
皆様のご協力により、感染拡大防止に努めること
ができました。改めて深く感謝申し上げます。
　さて、人生100年時代と言われる中、高齢者が
長い人生の中で培った経験と能力をいかし、元気
に活躍し続けられる社会づくりが求められており
ます。貴センターにおかれましては、就業を通じ
て多くの会員の皆様に、幅広い分野でご活躍いた
だいており、地域社会の活性化のみならず、会員
の皆様の生きがいづくりや健康増進、地域の皆様
との交流にもつながっております。
　このように貴センターが果たされている役割
は、本市にとって不可欠なものであり、今後さら
に高齢化が進んでいく中にあって、ますます重要
になると考えております。
　昨年、本市は市制施行100周年を迎え、貴セン
ターのご参加もいただく中、市民の皆様とともに
様々な記念事業を実施いたしました。これを本市
が新たな未来へと踏み出す礎とし、次の100年も、
「誰もが住み続けたいまち　川越」であり続けるよ
う、本年も様々な施策の推進に努めてまいります。
　いまだ新型コロナウイルス感染症の先行きが見通
せない状況が続いておりますが、感染拡大の防止
と社会経済活動の両立が一層求められております。
　このような中、引き続き貴センターと連携を図
りながら、高齢者の就業機会の拡大と生きがいの
増進に取り組んでまいりたいと考えておりますの
で、今後とも貴センターのご協力を一層賜ります
ようお願い申し上げます。
　結びに、会員の皆様のご健勝ご多幸と貴セン
ターの益々のご発展を祈念いたしまして新年のあ
いさつとさせていただきます。

　あけましておめでとうござ
います。
　会員の皆様におかれまして
は、健やかに新春をお迎えの

ことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年中はセンターの運営に対し、格別なご理解
とご協力をいただきまして、心より感謝申し上げ
ます。
　未だ３年前からのコロナ感染の波が終息する状
況ではありませんが、マスクの着用、手洗いの励
行、換気に注意を払うなど新たな生活様式に対応
しながら、事業運営を行ってまいりました。
　現状において、センターが受注する業務と会員
の皆様が希望する業務が合わないという長年の課
題があります。この課題に対して、今年度、新た
に未就業者へ電話での就業相談の実施や、会員の
皆様が持っているスキルをいかした仕事の開拓を
すべく、会員資格・特技の再調査を実施しました。
これは令和５年度以降にいかしていく予定です。
　今年度も残すところ３か月になりました。事業
実施状況は、会員数では、全国的には減少傾向の
中、会員紹介カードの効果もあり、前年並みに確
保できる状況となっております。また、事業実績
は昨年度を８％上回る状況で推移しております。
これも会員の皆様の当センター運営へのご協力の
賜物と感謝申し上げます。
　さて、令和５年10月からインボイス制度がス
タートします。今回のセンターだよりに『シルバー
人材センターが会員の皆様にお支払いする配分金
について』を掲載させていただきましたが、この
制度が始まると、センターの運営に大きく影響し
てきます。会員の皆様には極力影響が及ばないよ
う事業運営に努めてまいりますが、今後の状況に
よっては、会員の皆様にご協力をお願いする場合
もあるかと思います。その際は何卒ご理解いただ
きますようお願いいたします。
　結びに、会員並びにご家族の皆様のご健勝とご
多幸を祈念し、新年のごあいさつといたします。

謹賀新年
輝かしい新春を迎え皆様のご清福をお祈り申し上げます

本年も何卒よろしくお願いいたします
公益社団法人  川越市シルバー人材センター　役職員一同

新年のあいさつ令和５年
(2023年)
令和５年
(2023年)
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　私は、先の大戦を記憶し
ている最後の世代でありま
す。あれから幾星霜を経て、
センターの仲間も大半以上
が戦後生まれとなりました。

今年で７回目を迎える干支に感じることは、
「遥けくも来つるものかな」の感慨であり、
様々な方々のお蔭であると感謝申し上げる
次第です。今後は若い人達に、自身の経験
から得たものを伝授できれば良いと思う昨
今です。

高階１班　安見　榮一郎 さん　　　　

今年で 回目を迎える干支に感じることは、

　私は終戦当時６歳で、当
日の世相については覚えが
なく、父親が徴用され不在
であったことを母親から子
供ながらに教えられました。

健康にも恵まれ、紆余曲折をへて定年（65
歳）を迎え、その後センターで理事や筆耕
業務に携わるなど、充実した生活を送るこ
とができて感謝しています。今年も「頭・心・
身体」の健康に注意して、人生100年時代
に挑戦していきたいと思います。

高階８班　藤崎　　毅 さん

健康にも恵まれ、紆余曲折をへて定年（65

　私がセンターに入会した
のは、定年になってハロー
ワークに通っていた時、こ
の会を知ったからです。現
在はマンションの清掃業務

をしていますが、健康で体力の続く限り続け
たいと思います。趣味は日本画を描くことで、
小学校４年生の頃、絵が好きだった母が描い
た絵が蔵から見つかり、それをまねて描いた
ことがきっかけです。この会報に時々作品を
載せていただき、やりがいを感じています｡

高階７班　宮本　秀治 さん

をしていますが、健康で体力の続く限り続け

　今年の抱負は、これから
も健康を維持して、センター
での就業を続けられるよう
に頑張りたいということで
す。現在、地域のためにボ

ランティア活動を積極的に行っています。
自宅の近くの土手に、市の許可を得て、桜
の木を植えて景観を良くしたり、学校付近
の落ち葉掃き掃除をしたりしています。こ
れからも進んで地域に貢献できる活動をし
ていきたいと思っています。

高階８班　堤　　　薫 さん

ランティア活動を積極的に行っています。

　定年退職後はのんびり過
ごしていましたが、ふと気
がつくと、すっかり怠け癖
がついていました。そんな
折、センターの観光グルー

プに入り、先輩はじめ仲間の皆さんに本当
によくしていただいてきました。これから
も元気で続けられたらと思っています。現
在は新人ガイド養成の支援もしていますの
で、研修生が全員、この３月のガイド検定
に無事合格して欲しいと願っています。

霞ケ関５班　斎藤　孝代 さん

プに入り、先輩はじめ仲間の皆さんに本当

　これからの自分の人生を
考えていた時に、近所のセ
ンター会員の方からお話を
お聞きして入会しました。
そして、仕事を始めたとこ

ろ、会員の皆様とは共通の話題が多く、今
後も会員の友達との交流で、活力ある人生
を進めたいと思っています。日常生活では、
毎日パソコン等で情報を得たり、水彩画等
を描いたりして楽しんでいます。これから
も、センターの情報を楽しみにしています。

霞ケ関３班　今西　敏雄 さん

ろ、会員の皆様とは共通の話題が多く、今

　今年84歳になり平均寿命
年齢に達しますが、センター
に加入して広報配布の仕事
をいただき、毎日健やかに
過ごしています。幼い頃か

ら機械いじりが大好きで、今は「小江戸お
もちゃ 119会」に加入し、多種多様の仕組
みのおもちゃの修理に挑戦しています。ま
た自治会のカラオケ会に加入し、月２回の
指導を受けて発声・呼吸の練習をしていま
す。今後も身体のため続けたいと思います。

霞ケ関８班　鈴木　　傳 さん

ら機械いじりが大好きで、今は「小江戸お

昭和１４年・昭和２６年 生まれ昭和１４年・昭和２６年 生まれ昭和１４年・昭和２６年 生まれ昭和１４年・昭和２６年 生まれ昭和１４年・昭和２６年 生まれ

新年の抱負
　卯（うさぎ）は穏やかで温厚な性質であるこ
とから、「家内安全」を表し、跳躍する姿から「飛
躍」、「向上」を象徴するものとして親しまれて
きました。
　また、「植物の成長」という意味もあり、新
しいことに挑戦するのに相応しい年と言われて
います。

癸卯
（みずのとう）
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①川越駅東口老人憩いの家 管理業務
所在地：川越市菅原町23-10　電話：049-228-7717

▶A１　初めて一人で利用に来た方に自分から
話しかけました。そこから何度か施設利用
をしてもらえるようになりました。顔を合わ
すたびに声をかけるようにしたことで距離が
縮まり、今では利用者さんの方から話しか
けてくれるようになりました。良い施設なの
で、もっとたくさんの方にこの施設を利用し
てもらいたいです。
▶A2 困ったことや苦労したことはありません。
▶A3　囲碁・将棋・オセロ・読書など様々
な利用が可能です。この施設は東口図書館
の中にありますから、図書館の利用スペー

スが満員の時やちょっとした雑談や
休憩場所としてご活用ください。
川越駅東口近くの便利な場所です。

③小ヶ谷老人憩いの家 管理業務
所在地：川越市小ヶ谷159-17　電話：049-245-8494

▶A１　さまざまな利用者の方がいらっしゃる
ので、何度か顔合わせしてお話をしていく
中で、自分の知らなかったことなどを知るこ
とができて勉強になることも多いです。
▶A2 仕事の流れを覚えるまでに時間を要す
ることです。利用に関する説明や貸室受付
の方法などを理解することがはじめの一歩
です。就業を続ける中でAEDの操作や自衛
消防訓練、防火管理者など、管理に必要と
される講習も受けます。
▶A3　ここでは、多くのサークル（ハーモニカ・
ダンス・体操・卓球・健康マージャンなど）

が活用しています。また、
カラオケ設備があるのも一
つの大きな特徴です。

②高階北老人憩いの家 管理業務
所在地：川越市砂新田1-16-1　電話：049-248-6565

▶A１　管理人として利用者の方が楽しそうに
利用しているのを見守ることが楽しみの一つ
です。
▶A2 困ったことや苦労したことはありません。
▶A3　囲碁・将棋、雑談などにご活用くださ
い。高階北小学校の中にある施設ですから、
元気な子どもたちの声も聞こえるので、明
るく元気になれる力をもらえます。老人憩い
の家ですが、時には学校の授業の一環で子
どもたちが来所し、オセロをしたり、昔遊び
をしたりといった、ふれあいの時間もありま
すよ。

職 場 めぐり
今回訪問した職場は、下記３か所の ｢老人憩い
の家｣ です。これらの施設は、高齢者の教養を深
めるとともに、レクリエーション等の交流の場を
提供して、心身の健康増進を図る目的でつくられ
たもので、60歳以上の市民が無料で利用できます｡
①川越駅東口老人憩いの家（菅原町・クラッセ川越３階）
②高階北老人憩いの家（砂新田・高階北小学校内）
③小ヶ谷老人憩いの家（小ヶ谷・小ヶ谷ワークプラザ内）

Q1 仕事をしていて、楽しいのはどんなことですか？
Q2 仕事上で、困ったことや苦労したことがありますか？
Q3 ｢老人憩いの家｣ で利用できる内容等を教えてください。

会員の業務内容
■就業時間　① ９:15 ～ 17:45＊火曜日、年末年始を除く
　　　　　　②③８:30 ～ 17:00４名でのローテーション
■仕事内容　 施設利用の受付、受付案内、電話応

対、貸出施設、利用時間、利用者人数
及び個人・団体別の貸出記録の作成。

（各所共通）

実際に働いている現場の声をご紹介するため、
下記の３点について、それぞれお話を伺いました。
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ので、何度か顔合わせしてお話をしていく
中で、自分の知らなかったことなどを知るこ
とができて勉強になることも多いです。
▶A2 仕事の流れを覚えるまでに時間を要す
ることです。利用に関する説明や貸室受付
の方法などを理解することがはじめの一歩
です。就業を続ける中でAEDの操作や自衛
消防訓練、防火管理者など、管理に必要と
される講習も受けます。
▶A3　ここでは、多くのサークル（ハーモニカ・
ダンス・体操・卓球・健康マージャンなど）

が活用しています。また、
カラオケ設備があるのも一
つの大きな特徴です。

②高階北老人憩いの家 管理業務
所在地：川越市砂新田1-16-1　電話：049-248-6565

▶A１　管理人として利用者の方が楽しそうに
利用しているのを見守ることが楽しみの一つ
です。
▶A2 困ったことや苦労したことはありません。
▶A3　囲碁・将棋、雑談などにご活用くださ
い。高階北小学校の中にある施設ですから、
元気な子どもたちの声も聞こえるので、明
るく元気になれる力をもらえます。老人憩い
の家ですが、時には学校の授業の一環で子
どもたちが来所し、オセロをしたり、昔遊び
をしたりといった、ふれあいの時間もありま
すよ。

シルバーかわごえ 133 号　P5

　昨秋のピクニック日和に、東
武東上線霞ヶ関駅から河越氏の
事跡を巡りました。
　最初に訪れたのは日枝神社で
す。同神社は河越氏が後白河法
皇に荘園を寄進した縁で京都新
日吉神宮から勧請したもので
す。
　次に訪れたのは、河越氏館跡
（国指定史跡河越館跡史跡公園・
約１万５千坪）です。この地は
西に東山道武蔵路、東に入間川
を臨み、古来より水陸の交通の
要衝として、政治・経済・文化
の拠点となっていました。

②日枝神社

③河越館跡の出土品

　現在、周辺はのどかな住宅街
が広がり、往年の栄華を知るこ
とは出来ませんが、秋にはこの
跡地で「河越流鏑馬」の行事が
催されます。また居館跡からは、
茶臼、風炉、天目茶碗などの茶
道具が出土しており、出土品は
川越西文化会館（メルト）に収
蔵されています。南北朝時代、
すでに河越茶が京都で有名だっ
た訳は、河越氏が河越茶を振興
したからかもしれません。
　隣の常楽寺は、元は河越氏の
持仏堂で、ここに河越重頼・源
義経・河越重頼の娘で源義経の
正室であった郷御前（京姫）の
３人の供養塔が建っています。
寺や館跡には今も土塁が残り、

往時の河越氏の栄枯盛衰が偲ば
れます。
　最後に、川越百景に選ばれて
いる茶葉販売「鈴木園」の建物
南側の広い茶畑を抜けて駅に戻
る、全コース約２時間の散策で
した。

①日枝神社鳥居

⑧川越百景 №93｢鈴木園｣

⑦供養塔

⑥常楽寺

④河越流鏑馬 ⑤土塁 ⑨「鈴木園｣前 茶畑

文･写真：観光ガイドグループ 一村 義夫
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河越館跡史跡公園

東武東上線

至的場駅

飯能信金

日枝神社

川越西文化会館
(メルト)

至鶴ヶ島駅

至鶴ヶ島

JR 川越線
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常楽寺常楽寺

茶 畑

南口

土塁

川越橋〕〔

鈴木園

上戸小学校

川越白ゆり
幼稚園

コンビニ
河越館跡史跡公園河越館跡史跡公園

●
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④ ⑤④ ⑤
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〒
入
間
川

至川越駅

北口

●
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展示期間：2022年12月23日（金）～ 25日（日）      展示会場：川越市立美術館年 日（金）～ 日（日） 展示会場：川越市立美術館

絵 画

書

切
り
絵

俳句･短歌

今西　敏雄

佐々木　敏彦
石川　静香

宮本　秀治 佐々木　艶子

佐々木　信子

松本　剛志

下神　康子

今西　敏雄

斉藤　八重子

加藤　信子

佐藤　俊春 平井　正一

佐田　康則 手呂内　英夫佐田　康則佐田　康則佐田　康則佐田　康則佐田　康則今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄 手呂内　英夫手呂内　英夫手呂内　英夫手呂内　英夫手呂内　英夫手呂内　英夫手呂内　英夫手呂内　英夫手呂内　英夫手呂内　英夫

今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄今西　敏雄

佐藤　俊春佐藤　俊春佐藤　俊春佐藤　俊春佐藤　俊春佐藤　俊春佐藤　俊春佐藤　俊春

貼り絵

利根川　和子 大田　和久 鈴木　照夫 石井　清治
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宮本　秀治 佐々木　艶子

佐々木　信子

松本　剛志

下神　康子

今西　敏雄

斉藤　八重子

加藤　信子

佐藤　俊春 平井　正一

佐田　康則 手呂内　英夫

貼り絵

利根川　和子 大田　和久 鈴木　照夫 石井　清治
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写 真

手芸品

造
形･

他

木暮　尚夫 御園　功 末次　豊

三浦　秀夫 荻原　哲郎 仲野　国男

増田　栄一 成田　伸次郎 永井　暉人

村上　康夫

関口　寛

柴　昌實

有賀　利武

小林　一英

高
麗

茂
昭

鈴
木

登
喜
夫

金子　守光

浦野　弘子
竹川　令子

志藤　曜子

鷺谷　智意子
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南古谷１班
増田　孝志郎 さん

新規会員
募集

元気でがんばってます！！元気でがんばってます！！

　学生時代から勤め上げた
会社を退職後、センターに
入会し、20年目を迎えます。
今の就業先は、ホームセン

ター 「セキチュー川越南古谷店」で、主な業務
は、20か所あるカート置き場の整備、買い物
かごやカートの回収、お客様の売り場への案内
などがあります。
　就業はローテーション制で、週に５日ほど、
１日３時間程度働いています。担当の時間帯は、
一人で責任を負う厳しい仕事ですが、私は「気
配り、目配り、思いやり」の３つをモットーに、
仕事に臨んできました。大変なこともあります
が、丁寧に接客すると、お客様から「ありがとう」
と感謝され、やりがいを感じる仕事です。
　車が好きで、若い頃の趣味はドライブでした
が、長距離運転が難しくなった今は、庭木の手
入れやペットの犬との散歩が健康づくりを兼ね
た趣味となりました。今年も健康に気をつけて、
元気に勤めたいと思います。

　民謡尺八を楽しんでみませんか？　初めての方を大いに歓迎します。
尺八の音の出し方（吹き方）や譜面の見方から始めて、
童謡・流行歌・民謡など、順を追って活動します。
　なお、尺八と譜面などは当会で用意します。
■活 動 日　月２回程度(曜日、時間などは後日調整)
■活動場所　高階市民センター講座室
■会　　費　月１,０００円(会場代は出席者で分担)
＊興味のある方は、｢シルバー人材センター｣までご連絡ください。（民謡尺八令和会  世話人  中里  千之）

名細４班
長 澤　正 代 さん

　私は主人がセンターの会員
でしたので、勧められて入会
して11年になります。昨年
の１月から｢本川越駅前自転

車駐車場｣に就業していて、朝６時から夜11時
までの就業時間を５人のローテーションで平均
４～５時間勤めます。13人の会員のうち女性は
私一人です。「力仕事で大変じゃないですか」と
声をかけてくれる方もいますが、「コツをつかむ
と案外大丈夫なんですよ」と答えています。
　朝一番に「お早うございます。お気をつけて！」
と声かけし、特に７時～９時の混む時間は気が
抜けません。夕方５時以降も忙しい時間帯です。
　利用者の中には、自転車の置き場所が変更さ
れたりすると気分を害する方もいますので、常
に相手の気持ちになって応対しています。
　この仕事をしていてうれしいことは、健康に
も良く、認知症予防にもなり、新しい出会いも
ありと一石三鳥なところです。そして、気持ち
よく仕事ができることに感謝しています。

シルバーかわごえ133号　発行：川越市シルバー人材センター　編集：会報編集委員会　印刷：六三四堂印刷株式会社

　明けましておめでとうございます。今年も会報「シルバーかわごえ」をよろしくお願い
いたします。今回は、３年ぶりに開催された「会員作品展」の特集を組みました。力作が
そろい、皆さんの創作への意気込みが伝わってきます。
　「人生における最良の常備薬は、希望」だそうです。歳を重ねると気力も衰えてきて、考
えてもなかなか行動に移すことができませんが、希望を持ち、うさぎ年にちなんで跳んで、
はねて、いろんなことにチャレンジしてみてはいかがでしょうか。　　　　　　　　（淺川）

編
後集記


